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日
本
書
紀
の
二
人
称
代
名
詞
に
つ
い
て

は
じ
め
に

日
本
書
紀

に
見
え
る
二
人
称
代
名
詞

（以
下
二
人
称
と
す
る
）
に
は

「
汝
」
「爾
」
「
禰
」
「
乃
」
な
ど
が
あ
る
。
「汝
」
が
３０６
例
、
「
爾
」
が
３‐
例
、

「禰
」
が
５
例
、
「
乃
」
が
１
例
で
あ
り
、
二
人
称
の
大
部
分
は

「汝
」
で
あ
る
。

新
撰
字
鏡
に
は

「祢
汝
也
　
伊
万
志
又
支
三
也
」
と
あ
り
、
新
編
古
典
文
学

（
１
）

全
集
の
頭
注
で
は
、
「
爾
」
は

「
「
汝
」
に
同
じ
く
二
人
称
を
示
す
」
、
「
禰
」

は

「
俗
語
的
用
法
」
と
す
る
。
文
の
構
成
成
分
を
見
る
と
、
「
汝
」
は
主
格

（３
）

が
‐７８
例
、
連
体
修
飾
格
が
８６
例
、
目
的
格
が
４‐
例
見
ら
れ
、
「爾
」
は
主
格

が
２０
例
、
連
体
修
飾
格
が
８
例
、
目
的
格
が
２
例
見
ら
れ
、
「偏
」
は
主
格

が
３
例
、
連
体
修
飾
格
が
２
例
見
ら
れ
る
な
ど
、
文
の
構
成
成
分
と
し
て
の

差
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
こ
れ
ら
の
二
人
称

「爾
」
「偏
」
は

「汝
」
の
単

な
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
機
能
し
か
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
ま

ず
二
人
称
の
大
部
分
を
占
め
る

「汝
」
の
待
遇
関
係
を
踏
ま
え
た
上
に

「爾
」
と

「禰
」
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

本ト

美

賢

考
察
す
る
。

一　

和
習
が
見
ら
れ
る

「
汝
」

日
本
書
紀
に
お
け
る

「
汝
」
の
待
遇
関
係
を
考
察
す
る
に
当
た

っ
て
以
下

の
手
順
に
よ
り
上
下
関
係
を
判
断
す
る
。

・
会
話
を
導
く

「
詔
」
「勅
」
「
宣
」
な
ど
の
用
語
を
手
掛
か
り
に
す
る
。

・
会
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
朕
」
「臣
」
「
僕
」
「妾
」
な
ど
の

一
人
称

代
名
詞
や

「
君
」
「
天
孫
」
な
ど
の
用
語
を
手
掛
か
り
に
す
る
。

・
上
下
関
係
が
自
明
な
場
合
で
も
上
述
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
。

以
上
の
手
順
に
よ
る
と
、
日
本
書
紀
に
お
け
る

「汝
」
の
待
遇
関
係
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
上
位
の
も
の
か
ら
下
位
の
も
の
へ

（
２３８
例
）

（
２
）
同
等
の
も
の

（
３４
例
）

（
３
）
下
位
の
も
の
か
ら
上
位
の
も
の
へ

（
３‐
例
）

（４
）
そ
の
他

（３
例
）



【資
料
１
】
下
位
か
ら
上
位
に
用
い
ら
れ
た

「汝
」

９

１０

8 1

神 神 川
上
臭
帥

倭
大
神

神
八
井
耳
命

弟
磯
城

火
酢
芹
命

海
神
火
酢
芹
命

火
酢
芹
命

海
神
海
神
火
酢
芹
命

海
神
天
照
大
神

伊
美
書
尊

発
話
者

天
皇
天
皇
日
本
武
尊

天

皇
神
淳
名
川
耳
尊

・島 皇
孫
皇

孫

皇

孫

皇

孫
皇
孫
呈
孫
呈
孫
皇
孫
素
菱
鳴
尊

伊
美
諾
尊

対
象
者

時
天
皇
封
神
日
、
「
…
且
朕
所
乗
舟
、
・・Ｌ
神
謂
天
皇
日
、
品
開
甲
響
疋
不
信
、
必
不
得
其
國
。
…
」

天
皇
封
神
日
、
「朕
周
望
之
、
有
海
無
國
。
…

不
得
其
國
。
唯
今
皇
后
始
之
有
胎
。
」

」
…
時
亦
託
皇
后
日
、
「
…
其
岡
□
之
、
如
此
言
而
、
遂
不
信
者
、
□

啓
之
日
、
品
圏
早
謳
人
也
。
」
封
日
、
ヨ
ロ是
大
足
彦
天
皇
之
子
也
。
名
日
日
本
童
男
也
。
」

誨
之
日
、
「
…
是
以
、
今
囲
冊
闇
日
早

悔
先
皇
之
不
及
而
慎
祭
、
皿
固
園
壽
命
延
長
、
復
天
下
太
平
実
。」

譲
‥
日
、
「
…
全
固
百
挺
神
武
、
…
同
一之
光
臨
天
位
、
以
承
皇
祖
之
業
。
…
吾
富
且
□
爾
之
、
奉．
典
神
祈
者
。」

改
容
日
、
「臣
聞
天
墜
神
至
、
…
善
乎
烏
。
岡
耳
之
若
此
者
欺
。
」

請
‥
日
、
品
園
久
居
海
原
。
必
有
善
術
。
…
不
並
固
芝
邊
、
・こ

‥
・告
其
弟
日
、
ヨ
ロ汚
身
如
此
。
永
且
岡
丁
優
」

因
奉
教
之
日
、
「
以
此
鉤
興
□
兄
時
、
」
‥
・又
教
日
、
「
兄
作
高
田
者
、
岡
可
作
湾
田
。
・‥
兄
作
湾
田
者
、
閥
可
高
田
。
」

謂
…
日

「吾
試
欲
興
閥
頂
幸
。」

因
請
之
日
、
ヨ
ロ富
皇
固
百
奴
僕
。
」
・‥
改
前
言
日
、

己
過
実
。
…
恒
富
食
岡
丁
人
。
」

「吾
是
□
兄
。
如
何
鶯
人
兄
而
事
弟
耶
。
」
・‥
乃
伏
罪
日
、
五

副
其
鉤
而
奉
進
之
日
、
「皇
孫
雖
隔
八
重
之
隅
、
真
時
復
相
憶
、
…
」
因
教
之
日
、
「以
此
鉤
ｉ
□
兄
時
、
・こ

因
教
之
日
、
「以
鉤
典
閥
可
時
、
…
又
□
更
渉
海
時
、
吾
必
起
迅
風
洪
涛
、
…
」

従
今
以
後
、
吾
将
且
固
丁
優
之
民
。

従
容
語
日
、
「天
孫
若
欲
還
郷
者
、

□
兄
。
…
皿
□
兄
自
伏
。
」

吾
首
奉‘
送
」
因
誨
之
日
、
「以
此
釣
興
閥
π
時
、
…
」
誨
之
日
、

以
之
没
溺

謂
…
日
、
「以
吾
所
帯
之
釧
、
今
富
二
固
「
岡
一以
□
所
持
八
坂
瑣
之
曲
玉
、
可
以
授
予
実
。」

日
、
「愛
也
吾‘
夫．
君‘
、
言
如
此
者
、
吾
営
総
生
国
所
治
國
民
日
将
千
頭
。」
伊
美
諾
尊
乃
報
之
日
、
「愛
也
吾
妹
、
・こ

記
事

九 ノ` 七 四 神
１０
④

神
１０
③

神
１０
②

神
１０
②

神
１０
②

神
１０
①

神

１０

神
１０
神
６
②

神
５
③

所
在



こ
の
よ
う
に
日
本
書
紀
に
お
け
る

「
汝
」
は
基
本
的
に
は
上
位
か
ら
下
位
の

も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

漢
籍

に
お
け
る

「
汝
」
の
待
遇
関
係
に

つ
い
て
、
牛
島
徳
次

（
一
九
六

七
）
は

「
話
し
手
が
聞
き
手
よ
り
社
会
的
あ
る
い
は
主
観
的
に
優
位
に
あ
る

場
合
に
限

っ
て
用
い
ら
れ
る
」
と
し
、
「
汝
」
は

「
君
主
↓
臣
、
父
母
↓
子

（
５
）

兄
姉
↓
弟
妹
、
師
↓
弟
子
、
夫
↓
妻
妾
」
の
よ
う
な
用
い
方
を
す
る
と
さ
れ

る
。

つ
ま
り
上
位
か
ら
下
位
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
書
紀
に
お

け
る

「汝
」
は
漢
籍
に
見
ら
れ
る
用
い
方
と
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
位
か
ら
上
位
の
も
の
へ
用
い
ら
れ
て
い
る

（３
）

は
漢
籍
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
注
目
さ
れ
る
。
【
資
料
１
】
は
そ
の
例
を
纏

め
た
も
の
で
あ
る
。
（●
印
は
上
下
関
係
の
判
断
の
基
準
に
し
た
語
を
示
す
）

１
は
伊
美
舟
尊
が
伊
美
諾
尊
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
、
伊
美
諾
尊

・

伊
美
書
尊
は
両
者
と
も

「
尊
」
の
尊
称
が
用
い
ら
れ
、
冒
頭
の
注

「
至
貴
日

尊
、
自
餘
日
命
。
」
を
考
慮
す
る
と
、
両
者
は
同
等
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か

し
伊
美
舟
尊
が
伊
美
諾
尊
に

「
吾
夫
君
」
、
ま
た

「
時
伊
美
舟
尊
日
、
吾
夫

君
尊
、
何
来
之
晩
也
。
」
（神
５
⑥
）
の
よ
う
に

「
吾
夫
君
尊
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
の
に
対
し
、
伊
美
諾
尊
は
伊
美
舟
尊
に

「
吾
妹
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
こ
と
か
ら
第
五
段
の

一
書
第
三
や

一
書
第
六
で
は
伊
英
諾
尊
が
上
位
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

２
３
４
は
天
照
大
神
が
素
菱
鳴
尊
に
対
し
て
用
い
て
い
る
も
の
で
、
六
段

一
書
第
二
で
は

「奉
」
と
い
う
謙
譲
語
か
ら
素
菱
鳴
尊
が
上
位
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
。

５
６
７
９
１０
Ｈ
ｌ６
‐７
‐８
は
海
幸
山
幸
の
話
で
、
釣
鉤
を
求
め
て
海
宮
に

行

っ
た
皇
孫
が
、
本
土
に
戻
る
時
、
海
神
か
ら
満
瑣

・
千
瑣
を
も
ら
う
場
面

で
あ
る
。
会
話
中
に

「
天
孫

・
皇
孫
」
な
ど
の
尊
称
や
、
「奉
」
と
い
う
謙

譲
語
か
ら
、
彦
火
火
出
見
尊
が
上
位
で
あ
る
と
み
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。

８
１２
‐３
‐４
‐５
‐９
２０
２‐
は
海
幸
山
幸
の
話
で
兄
火
酢
芹
命
が
弟
彦
火
火
出
見

尊
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
火
酢
芹
命
は
兄
で
は
あ
る
が
、
「尊
」
「
命
」
の

尊
称
か
ら
弟
で
あ
る
彦
火
火
出
見
尊
が
上
位
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
２３
２４

２５
も
兄
が
弟
に
対
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
尊
」
「命
」
の
尊
称
や

「奉
」
と
い
う
謙
譲
語
か
ら
弟
の
神
淳
名
川
耳
尊
が
上
位
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

２２
は
烏
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
烏
が
天
皇
の
使
者
で
あ
る
こ
と
、

ま
た

「臣
」
と
い
う
謙
譲
語
か
ら
烏
を
上
位
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

２６
２７
２９
３０
３‐
は
天
皇
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
話
者
で
あ

る
神
と
対
象
者
で
あ
る
天
皇
と
の
上
下
関
係
は
、　
一
人
称
代
名
詞

「
朕
」
と
、

次
に
示
す

「
天
皇
」
「
御
孫
尊
」
か
ら
天
皇
が
上
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

時
有
神
託
皇
后
而
誨
日
、
天
皇
何
憂
熊
襲
之
不
服
。
（巻
八
仲
哀
紀
）

一
云
足
仲
彦
天
皇
、
居
筑
紫
橿
日
宮
。
是
有
神
、
…
以
誨
天
皇
日
、
御

孫
尊
也
、
若
得
費
國
耶
、
特
現
授
之
。
…
於
是
、
神
託
皇
后
、
以
誨
之

日
、
今
御
孫
尊
所
望
之
國
、
讐
如
鹿
角
。
以
無
賓
國
也
。
其
今
御
孫
尊

所
御
之
船
及
穴
戸
直
践
立
所
貢
之
水
田
、
名
大
田
為
幣
、
能
祭
我
者
、

則
如
美
女
之
曝
、
而
金
銀
多
之
、
眼
炎
國
以
授
御
孫
尊
。
（巻
九
神
功

皇
后
紀
）

２６
２７
２９
３０
３‐
の
用
例
は

「
尊
」
「
王
」
の
尊
称
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
日
本
書
紀
に
お
い
て

「汝
」
は
基
本
的
に
上
位
か
ら
下
位

へ
用
い
ら
れ



て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
上
位

へ
用
い
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
た
結
果
と

も
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
天
皇
に
対
し
て
は

「
尊
」
と

「
王
」
の
２
種
類
の
尊

称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
若
干
相
異
が
見
ら
れ
る
。

２６
２７
の

「
汝
十
尊
」
は
天
照
大
神
の
祭
祀
を
倭
姫
命
に
託
す
時
に
神
が
現

れ
、
祭
祀
に
つ
い
て
教
え
る
場
面
で
天
皇
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。　
一

方
２９
３０
３‐
の

「
汝
王
」
は
神
託
を
疑
う
天
皇
を
責
め
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。

つ
ま
り

「尊
」
と

「
王
」
と
に
は
天
皇
に
対
す
る
待
遇
の
変
化
が
読

み
と
れ
る
。
ま
た
２８
は
川
上
泉
帥
が
日
本
武
尊
に
尊
号
を
奉
る
場
面

「
汝

尊
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
も
日
本
武
尊
に

「汝
」
と
呼
び
か
け
る

こ
と
が
躊
躇
さ
れ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
人
称
の
尊
称
表
現
は
日
本
書
紀
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
な

の
か
。
中
国
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
の
尊
称
に
つ
い
て
太
田
辰
夫

（
一
九
八

五
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
代
語

の
人
称
代
名
詞

に
は
尊
称
が
な

い
。
そ
こ
で

《子
》
《君
》

《
公
》
《卿
》
《先
生
》
の
ご
と
き
名
詞
を
借
り
て
、
二
人
称
の
ば
あ
い

に
用
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
詞
を
二
人
称
に
使
う
こ
と
は
現

代
語

に
も
あ
り
、
《先
生
》
《老
ヨ
》
《老
兄
》
《
閣
下
》
《諸
君
》
《各

位
》
な
ど
す
く
な
く
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は

《悠
》
と
は
異
な
り
、

こ
れ
を
代
名
詞
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
明
代
の
尊
称
は

《
祢
老

人
家
》
《他
老
人
家
》
で
あ

っ
た

（前
者
は
元
曲
に
も
み
え
る
）
。
清
代

に
な
る
と
、
こ
れ
が
簡
単
に
な

っ
て

《祢
老
》
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

…
い
ま
清
代
後
期
の
資
料
を
み
る
と
、
二
人
称
尊
称
に

《体
能
》
《弥

停
》
《偉
》
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
古
代
中
国
語
に
二
人
称
の
尊
称
は
な
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い

る

「汝
尊
」
「
汝
王
」
に
相
当
す
る
例
は
明
代
以
降
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。　
一
方
古
事
記
、
続
日
本
紀
、
風
土
記
に
は
用
例
が
見
ら
れ
、
特

に
古
事
記
で
は

「汝
命
」
が
２‐
例
見
ら
れ
、
そ
の
う
ち
８
例
は
次
の
よ
う
に

下
位
か
ら
上
位

へ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

爾
、
天
宇
受
売
白．
言

（天
照
大
御
神
）
、
益
囲
国

而
貴
神
坐
故
、
歓
喜

咲
楽
、
（神
代
記
）

ま
た
続
日
本
紀
宣
命
に
は

「
ナ
ガ
ミ
コ
ト
」
が
１
例
見
ら
れ
る
。

平
城
乃
宮
ホ
御
宇
之
天
皇
乃
詔
之
久
桂
畏
近
江
大
津
乃
宮
外
御
宇
之
天

皇
乃
不
改
自
常
典
等
初
賜
比
定
賜
都
流
法
随
斯
天

ッ
日
嗣
高
御
座
乃
業

者
御
命
外
坐
世
伊
夜
嗣
ホ
園
固
回
□

聞
看
止
御
命
乎

（第

一
四
詔
）

聖
武
天
皇
が
即
位
す
る
際
に
、
元
正
天
皇
か
ら
大
命
を
う
け
る
場
面
で
、
元

正
天
皇
が
聖
武
天
皇
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。

ま
た
風
土
記
に
は

「
汝
命
」
が
次
の
１
例
が
見
ら
れ
る
。

古
老
博
云
　
阿
遅
須
棟
高
日
子
命
后
　
天
御
梶
日
女
命
、
来
坐
多
具
村
、

産
給
多
伎
都
比
古
命
。
（
時
、
教
詔
、
岡
□

之
御
祖
之
尚
泣
。
欲
生
、

此
処
宜
也
。
（出
雲
風
土
記
楯
縫
郡
）

日
本
書
紀
に
み
え
る

「
汝
＋
尊
称
」
は
漢
籍
に
は
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。

一
方
古
事
記
を
始
め
る
他
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
用
例
が

す
べ
て
日
本
書
紀
の
β
群
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
和
習
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
β
群
が
日
本
人
著
作
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
見
る
と
自

然
な
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
本
書
紀
に
お
け
る

「汝
」
は
基
本
的
に
上
位
か
ら
下
位



【表 1】

巻
爾 偏

汝尊 汝王 万 万

1 2

2 1 2

3 1 3

4 3

5 9 1

6 2

7 6 l 1

8 2 1

9 6 1 4

5 2

11 8

7 1

3

2 17

1 4 1 3

8

7 2 l

2 1

7 2 2

9 11 2 1

4

8 1

1 1 8 1

9 4 1

2 1 2

1 4 1 1

3

7 1

6

万
は
万
葉
仮
名
、
二
は
二
人
称
代
名
詞
、
指
は
指
示
詞
を
示
す
。
空
欄
は
用
例
が
０
で
あ
る
。
＊
印
の

一
例
は
鴨
脚
本

・
水
戸
本
で
は

「爾
」
と
あ
る
。

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
漢
籍
と
同
様
な
用
い
方
で
あ
る
こ

と
が
わ
か

っ
た
。　
一
方
漢
籍
に
は
見
え
な
い
下
位
か
ら
上
位
に
対
し
て
用
い

ら
れ
た
例
や
、
尊
称
と
共
起
し
た
例
が
β
群
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
編
纂
課
程

に
お
け
る
和
習
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
一　
卑
称
の

「
禰
」

「禰
」
は
万
葉
仮
名
と
し
て
８０
例
、
二
人
称
代
名
詞
と
し
て
５
例
で
あ
り
、

「
爾
」
は
万
葉
仮
名
と
し
て
７‐
例
、
二
人
称
代
名
詞
と
し
て
３‐
例
、
指
示
詞

と
し
て
‐７
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
両
方
と
も
主
に
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
二
人
称
代
名
詞
な
ど
の
用
法
は
二
次
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ

の
中
で

「禰
」
は
万
葉
仮
名
と
し
て
も
二
人
称
と
し
て
も
古
事
記
、
風
土
記
、

万
葉
集
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
書
紀
独
特
の
使
用
で
あ
る

と
言
え
る
。

「禰
」
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
太
田
辰
夫

（
一
九
六
七
）
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら

（禰

ｏ
恋

・
Ⅱ自

・
噌

・
僣

ｏ
俺

・
想
‥
稿
者
注
）
は
白
話
に
常

用
さ
れ
る
人
称
代
名
詞
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
順
序
で
で
き
た
も

の
と
お
も
わ
れ
る
…

《禰
》
は

《爾
》
の
古
体

《《
》
が
略
字
と
し
て



用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
人
偏
が
加
わ
っ
て
で
き
た
も
の
で
、
《爾
》
の
古

（
９
）

音
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

で
は

「禰
」
は

「
爾
」
と
ど
の
よ
う
な
相
異
が
あ
る
の
か
。
ま
ず

「
爾
」

と

「禰
」
は
日
本
書
紀
に
お
け
る
万
葉
仮
名
と
の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
【表
１
】
は
日
本
書
紀
に
お
け
る

「
爾
」
と

「禰
」
の
万
葉
仮
名
と
二

人
称
を
纏
め
た
も

の
で
あ
る
。
右

の
表
か
ら
巻
三

・
巻
二
〇

の
よ
う
に

「
爾
」
と

「禰
」
が
万
葉
仮
名
と
二
人
称
と
に
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
巻
も
あ
る
も
の
の
、
巻
三
の
場
合

「
爾
」
が
二
人
称
、
「偏
」
が

万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
、　
一
方
巻
二
〇
の
場
合

「
爾
」
が
万
葉
仮
名
、

「
禰
」
が
二
人
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど
そ
の
使
い
分
け
方
も
異
な

っ
て

お
り
、
基
本
的
に

「爾
」
と

「
禰
」
の
万
葉
仮
名
は
同

一
巻
で
用
い
ら
れ
て

い
て
、
両
者
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
意
識
は
見
え
な
い
。
ま
た
巻

一
・
巻

二

・
巻

一
〇

・
巻

一
七

・
巻

一
九

・
巻
二
四

・
巻
二
五
の
よ
う
に
万
葉
仮
名

と
二
人
称
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「禰
」
が
万
葉
仮
名

「
爾
」
と
二
人
称
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
低
い
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
古
写
本
の
異
同
を
見
る
と
、
万
葉
仮
名
で
１
例
の
み
異

同
が
あ
り
、
二
人
称

で
は
異
同
が
な
い
こ
と
か
ら
日
本
書
紀

に
お
い
て

「爾
」
と

「偏
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た

「
禰
」
と

「
爾
」
に
つ
い
て
小
川
環
樹

（
一
九
七
七
）
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

禰
と
爾
と
の
現
代
中
国
語
に
お
け
る
発
音
に
は
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る

が
、
こ
の
二

つ
の
漢
字
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
る
単
語
の
意
義
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
。
た
だ
前
者
が
自
話
の
中
に
の
み
使
わ
れ
、
後
者
が
文
言
の
中

に
の
み
用
い
ら
れ
る
点
が
異
な
る
た
け
で
、
ど
ち
ら
も
二
人
称
の
代
名

詞
と
し
て
の
文
法
的
機
能
に
は
か
わ
り
が
な
い
。

つ
ま
り

「禰
」
と

「爾
」
の
違
い
は
口
語
と
文
語
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

日
本
書
紀
に
お
い
て
も

「
爾
」
と

「禰
」
は
先
述
の
よ
う
に
文
法
的
な
違
い

は
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
ず

「禰
」
の
例
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
於
是
、
海
神
制
日
、
□

口
女
、
従
今
以
往
、
不
得
呑
餌
。
又
不
得
預

天
孫
之
餞

（神
１０
②
）

Ｂ
蘇
我
大
臣
蝦
夷
、
聞
山
背
大
兄
等
、
線
被
亡
於
入
鹿
、
而
唄
罵
日
、

臆
、
入
鹿
、
極
甚
愚
癖
、
専
行
暴
悪
、
圃
を

身
命
、
不
亦
殆
乎
。

（巻
二
四
皇
極
紀
）

Ｃ
十
年
春
潤
二
月
、
蝦
夷
数
千
、
寇
於
邊
境
。
由
是
、
召
其
魁
帥
綾
糟

等
。
（注
略
）
詔
日
、
惟
、
回
Ⅱ
夷
者
、
大
足
彦
天
皇
之
世
、
合
殺

者
斬
、
應
原
者
赦
。
今
朕
遵
彼
前
例
、
欲
誅
元
悪
。
（巻
二
〇
用
明

紀
）

Ｄ
於
是
磐
井
掩
火
豊
二
國
、
勿
使
修
職
。
外
遂
海
路
、
誘
致
高
麗

。
百

済

。
新
羅

・
任
那
等
國
年
貢
職
船
、
内
遮
遣
任
那
毛
野
臣
軍
、
乱
語

揚
言
日
…
安
得
率
爾
篤
使
、
倅
余
自
上
国
而
、
遂
戦
而
不
受
。
嬌
而

自
衿
。
（巻

一
七
継
体
紀
）

Ｅ
於
是
、
進
此
鉤
干
彦
火
火
出
見
尊
。
因
奉
教
之
日
、
以
此
興
汝
兄
時
、

乃
可
稀
日
、
大
釣
、
眼
膀
鉤
、
貧
鉤
、
療
験
鉤
。
言
詑
、
則
可
以
後

手
投
賜
。
己
而
召
集
鰐
魚
間
之
日
、
天
神
之
孫
、
今
富
還
去
。
圃
軍

幾
日
之
内
、
将
以
奉
致
。
…
又
教
日
兄
作
高
田
者
、
汝
可
作
湾
田
。

兄
作
湾
田
者
、
汝
可
作
高
田
。
（神
１０
③
）



Ａ
は
海
神
が
口
女
に
対
し
て

「禰
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
制
日
」
と

あ
る
よ
う
に
口
女
を
責
め
て
言
う
場
面
で
あ
る
。
Ｂ
は
蘇
我
蝦
夷
が
山
背
大

兄
を
襲

っ
た
入
鹿
を
罵

っ
て
い
う
場
面
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｃ
は
辺
境
で
悪
行

を
す
る
蝦
夷
に
対
し
て

「
偏
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
は
南
加
羅
の
復
建

に
逆
ら
う
磐
井
の
悪
行
を
述
べ
た
記
事
で
、
磐
井
の
無
礼
な
言
い
方
の
描
写

の
な
か
に

「偏
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
は
海
神
が
本
土
に
帰
る
天
孫
の

た
め
に
鰐
魚
等
に
命
令
を
下
す
場
面
で
あ
る
。
海
神
が
天
孫
に
対
し
て
は
●

の
印
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
汝
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。

ま
た
第

一
〇
段

一
書
第
二
の
二
人
称
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に

「禰
」
は
他

の
二
人
称
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

時
兄
謂
弟
日
、
吾
試
欲
興
閥
菖
幸
。
（神
１０
③
）

先
是
、
豊
玉
姫
謂
天
孫
日
、
妾
己
有
娠
也
。
天
孫
之
胤
、
豊
可
産
於
海

乎
。
故
富
産
時
、
必
就
囲
百
。
（右
同
）

兄
が
弟
に
幸
の
交
換
を
提
案
す
る
場
面
で
弟
に
対
し
て

「汝
」
が
用
い
ら
れ
、

豊
玉
姫
が
天
孫
に
対
し
て
は

「
君
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
Ｅ
に
見

え
る

「偏
」
は
鰐
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
孫

。
兄
の
火
酢
芹
命

と
区
別
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
禰
」

は
相
手
を
見
下
す
時
や
発
話
者
の
下
品
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。

〓
一　
編
者
の
潤
色
に
よ
る
も
の
が
見
え
る

「
爾
」

「爾
」
の
待
遇
関
係
は
発
話
者
を
中
心
に
み
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
基
準
は

「汝
」
の
考
察
の
方
法
と
同
じ
で
、
【資
料
２
】
に

「爾
」
の

待
遇
関
係
を
纏
め
た
。

天
皇

（尊

・
王
）
↓
百
済

（
６
例
）
。
皇
子

（
３
例
）
。
臣

（
Ｈ
例
）
・
媛

（
１
例
）
・
神

（
１
例
）

皇
子
↓
臣

（
１
例
）

皇
后
↓
媛

（
１
例
）

天
照
大
神
↓
月
夜
見
尊

（
１
例
）
・
素
菱
鳴
尊

（
２
例
）
・
皇
孫

（
１

例
Ｙ

命

（
１
例
）

道
臣
↓
兄
猪

（
２
例
）

い
ず
れ
も
上
位
か
ら
下
位
の
も
の
に
対
し
て
用
い
ら
れ
、
「
汝
」
の
待
遇
関

係
と
基
本
は
同
様
で
あ
る
。

「
爾
」
の
特
徴
を
考
え
る
際
に
ま
ず
、
７

●
８
に
お
け
る
訓
注

「
爾
、
此

云
飲
例
」
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
の
卑
称

「
禰
」
と
関
連
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
訓
注
は

「
爾
」
を

「
イ
マ
シ
」
や

「
ナ

ム
チ
」
な
ど
と
訓
ま
な
い
で
、
「
オ
レ
」
と
読
ま
せ
る
た
め
に
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
二
人
称
に
訓
注
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
巻

一
三

允
恭
紀
に

「汝
」
に
見
ら
れ
る
。

時
闘
鶏
國
造
、
従
傍
道
優
行
之
。
乗
馬
而
荏
籠
、
謂
皇
后
、
嘲
日
、
能

作
薗
乎
、
汝
者
也
。
《汝
、
此
云
那
鼻
苔
》
（巻

一
三
允
恭
紀
）

立
后
前
の
皇
后
に
対
す
る
闘
鶏
國
造
の
無
礼
な
言
動
の
描
写
で
、
「
汝
」
を

敬
称

の
な
い

「
ナ
ビ
ト
」
と
訓
む
こ
と
を
訓
注

で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
爾
」
と

「
汝
」
に
は
卑
称
の
意
味
が
な
い
た
め
に
注
が
施
さ
れ
た
と
読
み

と
れ
る
。
卑
称
と
い
う
観
点
か
ら
、
「禰
」
は

「爾
」
「
汝
」
と
区
別
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
疑
間
に
な
る
の
は

「
禰
」
が
卑
称
を
示
す
と
い



【資
料
２
】
日
本
書
紀
の

「爾
」

11
９

１０

6 5 4 1

天

皇
天
皇
聖
明
王

天

皇

皇

后
大
鶴
鵜
尊

大
中
彦
皇
子

天

皇

天

皇

天
皇
淳
名
川
耳
尊

道
臣
命

天
照
大
神

天
照
大
神

高
皇
産
霊
尊

天
照
大
神

天
照
大
神

発
話
者

百

済
百
済
仁
那
の
早
岐
等

車
持
君

国
依
媛

沢
宇
宿
禰

決
宇
宿
頑

兄
媛
清
彦
群
卿
百
僚

神
八
井
耳
命

兄
猾
天
児
屋
命

・
太
玉
命

彦
火
瑣
瑣
杵
尊

八
十
諸
神

素
菱
鳴
尊

月
夜
見
尊

対
象
者

以
詔
書
宣
日
、
「汝
等
、
宜
共
在
彼
日
本
府
、
早
建
良
固
、
副
朕‘
所
望
。
同
百
戒
之
。
」

宣‘
日
、
語
Ｇ
展
抗
表
、
橋
営
建
任
那
、
十
餘
年
実
。

同
石
早
建
。
汝
若
早
建
任
那
、
…
」

…
且
夫
任
那
者
、
五
□
國
之
棟
梁
。
…
騰
念
在
姦
。

日
、
ア
・由
是
、
欲
共
同
百
謀
計
、
樹
立
任
那
等
國
。
」

数
之
日
、
高
鼎
駆
車
持
君
、
縦
検
校
天
子
之
百
姓
。
…
」

謂

‥

日
、
「且
圃
百
之
。」
封
言
、
「今
伏
庭
請
謁
者
、
妾‘
兄
也
・

謂
…
日
、
品
鼎
豹
往
於
韓
国
、
以
喚
吾
子
篭
。
・こ

調調
‥
日
。
ア
・是
以
、
今
吾
将
治
実
。
圃
７
不
可
掌
。
」

問

‥
・日
、
「旦
圃
頚
之
甚
也
。
」
‥
・則
間
…
日
、
高
□
不
視
二
親
、
既
経
多
年
。
」

問
‥
日
、
畠
Ψ
郷
中
刀
子
者
、
何
刀

。子
也
。
」
‥
・則
問
‥

彦
答
日
、
「昨
夕
、
刀
子
自
然
至
於
臣
家
…
」

日
、
品
卿
所
献
刀
子
忽
失
実
。
若
至
汝
所
乎
。
」
清

許
日
、
ア
圭
（群
卿
百
僚
、
五
同
百
貞
、
共
安
天
下
、
不
亦
可
乎
。

謂
…
日
、
天
「
日
之
事
、
唯
吾
興
同
百
行
之
耳
。
吾
富
先
開
害
戸
。
同
Ｔ
（射
之
。
」

大
怒
詰
噴
之
日
、
国
昌
卿
所
造
屋
、
同
百
居
之
。
」
《爾
、
此
云
飲
例
》

勅
、
７
・上
圃
二
神
、
亦
同
侍
殿
内
、
善
篤
防
護
。
」

勅
皇
孫
日
、
ア
・宜
圃
菖
孫
、
就
而
治
焉
。
」

問
之
日
、
「惟
、
国
語
神
、
勿
隠
所
知
。
」

問
日
、
「若
然
者
、
将
何
以
明
圃
７
赤
心
也
。
」
‥
・勅。
日
、
「
…
故
此
三
女
神
、
悉
是
圃
万
、
。こ

日
、
「
…
圃
万
夜
見
尊
、
就
候
之
。」
月
夜
見
尊
、
受
艇
而
降
。

記
事

一
九
欽
明
紀

一
九
欽
明
紀

一
九
欽
明
紀

一
二
履
中
紀

一
一
仁
徳
紀

一
一
仁
徳
紀

一
一
仁
徳
紀

一
〇
応
神
紀

六
垂
仁
紀

五
崇
神
紀

四
綾
靖
紀

三
神
武
紀

神
９
②

神
９
①

神

９

神

６
神
５
⑪

所
在



天
皇
天
皇
天
皇
天
皇
天
皇

恵
尺
軽
皇
子

国
司
田
村
皇
子

百
済

詔
日
、
「汝
恵
尺
也
、
背
私
向
公
、
…
並
□
雖
既
死
、
子
孫
厚
賞
。
」

策
日
、
「苔
、
国
函
皇
子
、
」
云
々
。

詔
、
「如
前
所
勅
、
更
無
改
換
。
宜
之
蕨
任
、
■
圃
一所
治
。
」

詔‘
日
、
畠
□
田
村
皇
子
、
慎
以
察
之
。」
‥
・詔．
…
日
、
「
…
是
以
、
圃
一田
村
皇
子
、
慎
以
言
之
。」

奉‐
詔
書
日
、
高
鼎
守
宜
共
在
彼
日
本
府
、
同
謀
善
計
、
早
建
任
那
。
同
百
戒
之
。」

二
九
天
武
紀

二
五
孝
徳
紀

二
四
皇
極
紀

二
三
舒
明
紀

一
九
欽
明
紀

う
な
ら
ば
、
な
ぜ
巻
三
や
巻

一
三
で
は

「禰
」
が
用
い
ら
れ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ

訓
注
ま
で
施
し
て

「禰
」
。
「汝
」
を
用
い
た
の
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
日
本

書
紀
の
編
纂
過
程
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
神
代
紀
と

巻
三
神
武
紀
に
つ
い
て
小
島
憲
之

（
一
九
六
二
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

Ｚつ
。
神
武
紀
は
、
最
初
、
原
古
事
記
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
、
こ
の

点
は
、
神
代
神
武
両
紀
と
も
同
じ
。
但
し
、
こ
の
際
、
神
代
紀
は
助
字

の
用
法
に
巧
み
で
あ
り
、
俗
語
小
説
的
国
語
的
な
要
素
の
多
い
点
よ
り

み
れ
ば
、
両
紀
の
筆
者
は
別
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
神

代
紀
の
冒
頭
の
潤
色

（神
武
紀
は
こ
の
部
分
が
な
い
）
や
、
文
選
の
利

用
方
法
に
同
じ
。
即
ち
第

一
次
の
原
古
事
記
的
な
表
現
の
上
に
潤
色
を

加
え
た
の
は
、
両
紀
そ
れ
ぞ
れ
別
人
と
見
ら
れ
る
が
、
更
に
漢
籍
的
潤

色
を
加
え
た
第
二
次
或
は
最
後
の
整
理
者

（述
作
者
）
は
両
紀
と
も
同

一
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
神
代
紀
と
神
武
紀
は
①
原
古
事
記
的
資
料
↓
②
潤
色

（別
人
）
↓
③

漢
文
的
潤
色

（同

一
人
）
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
神
代
紀
の

「禰
」
は
中
国
の
口
語
が
加
え
ら
れ
た
結
果
で
あ

り
、
巻
三
神
武
紀
の

「爾
」
は
古
事
記
的
原
資
料
を
潤
色
し
た
結
果
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
巻
三
神
武
紀
の

「爾
」
は
古
事
記
の
同
内
容
に

高
囲
国
所

作
仕
奉
於
大
殿
内
者
、
同
四
、
先
入
、」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ

の
例
は
②
の
段
階
で
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「禰
」
は

【表
１
】
で
み
る
よ
う
に
神
代
紀
の
３
例
の
他
は
、
巻

一
七

・

二
〇

。
二
四
と
い
ず
れ
も
中
国
人
述
作
と
言
わ
れ
る
α
群
に
見
ら
れ
、
「禰
」

の
性
質
と
よ
く
符
合
す
る
。

９

●
１０
は
弟
の
神
淳
名
川
尊
が
兄
の
神
八
井
耳
命
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
巻
四
に
お
け
る

「汝
」
∩
資
料
１
】
の
２３
２４
２５
）
と
比
較
す
る
と
、

「汝
」
は
次
の
よ
う
に
兄
が
弟
に
皇
位
を
譲
る
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

譲
於
神
淳
名
川
耳
尊
日
、
吾
是
乃。
兄
、
而
儒
弱
不
能
致
果
。
全
岡
百
挺

神
武
、
自
誅
元
悪
。
宜
哉
乎
、
同
７
光
臨
天
位
、
以
承
皇
祖
之
業
。
吾

富
五
岡
爾
之
、
奉
典
神
祗
者
。
（巻
四
綾
靖
即
位
前
紀
）

つ
ま
り

「爾
」
は
弟
尊
↓
兄
命
、
「汝
」
は
兄
命
↓
弟
尊
と
発
話
者
に
よ
っ

て
使
い
分
け
て
い
る
。
同
じ
内
容
が
古
事
記
で
は
次
の
よ
う
に

「汝
命
」
と



統

一
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
「爾
」
は
発
話
者
を
区
別
す
る
た

め
に
編
者
が
意
識
的
に
使
い
分
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

神
沼
河
耳
命
日
其
兄
神
八
井
耳
命
、
那
泥
岡
田
一、
以
兵
入
而
、
殺
営
藝

志
美
美
、
（神
武
記
）

神
八
井
耳
命
、
譲
弟
建
沼
河
耳
命
日
、
吾
者
不
能
殺
仇
、
岡
田
可
得
殺

仇
、
故
、
吾
、
雖
兄
、
不
宜
為
上
。
是
以
、
岡
閤

、̈
為
上
治
天
下
、
僕

者
、
生
固
口
、
為
忌
人
而
仕
奉
也
。
（神
武
記
）

巻
四
の
文
章
は
他
の
巻
に
比
べ
記
事
が
少
な
く
、
体
裁
を
整
え
る
た
め
に

漢
籍
的
潤
色
が
施
さ
れ
た
巻
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
小
島
氏
に
よ
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
巻
四
も
巻
三
同
様
に
原
古
事
記
的
内
容
を
漢
籍

語
に
よ

っ
て
潤
色
さ
れ
て
い
る
巻
で
あ
る
。
「爾
」
も
漢
籍
語
に
よ
る
潤
色

の
結
果
で
あ
る
と
見
え
る
。
巻
四
の
こ
の
条
に
は
二
人
称
と
し
て
１
例
見
ら

れ
る

「
乃
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
漢
籍
に
よ
る
潤
色
が
二
人
称

に
も
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

２

・
３
は
神
代
上
の
第
六
段
の
本
書
に
見
ら
れ
る
。　
一
書
の
同
箇
所
で
は

す
べ
て

「汝
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
書
に
は

「爾
」
、　
一
書
に

は

「
汝
」
と
い
う
使
い
分
け
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

於
是
、
日
神
共
素
菱
鳴
尊
、
相
封
而
立

つ
誓
日
、
若
□
心
明
浄
、
不
有

凌
奪
之
意
者
、
□
所
生
兄
、
…
因
教
之
日
、
□
三
神
、
宜
降
居
道
奉
助

天
孫
、
而
為
天
孫
所
祭
也
。
２

書
第

一
）

時
天
照
大
神
、
復
問
日
、
□
言
虚
賞
、
将
何
以
為
験
。
…
天
照
大
神
、

謂
素
菱
鳴
尊
日
、
以
吾
所
帯
之
創
、
今
営
二
日
「
□
以
国

所
持
八
坂
瑣

曲
玉
、
可
以
持
予
央
。
２

書
第
二

・
【
資
料
１
】
の
２
３
４
）

日
神
興
素
菱
鳴
尊
、
隔
天
安
河
、
而
相
封
乃
立
誓
約
日
、
□
若
不
有
奸

賊
之
心
者
、
岡
一所
生
子
、
必
男
夫
。
２

書
第
二
）

神
代
紀
の
本
書
は
、
第
九
段

「悔
宮
遊
行
」
の
よ
う
に

一
書
を
綜
合
し
て

本
書
に
し
た
も
の
と
、　
一
書
の
中
の

一
を
本
書
に
採
用
し
、
他
を
異
説
と
し

て

一
書
と
い
う
形
に
し
た
も
の
と
大
別
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
六
段

は

一
人
称
代
名
詞
の
場
合
を
見
て
も
、　
一
書
第

一
で
は

「
吾
」
「
我
」
、　
一
書

第
二
と

一
書
第
二
で
は

「
吾
」
「
予
」
の
よ
う
に

一
書
で
は
様
々
な

一
人
称

代
名
詞
が
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は

「
吾
」
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
本
書
で
は

一
人
称
代
名
詞
は

「
吾
」
、
二
人
称
代
名
詞
は

「
爾
」
と

統

一
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
編
纂
の
過
程
で
使
い
分
け
を
図

っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
既
に

「
吾
」
「
爾
」
に
統

一
さ
れ
て
い
る
も
の
を
本
書
に

し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
を

一
書
と

区
別
し
よ
う
と
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
「
爾
」
と

「汝
」
の
使
い
分
け

を
考
え
る
と
、
本
書
に

「
爾
」
と
統

一
が
見
え
る
の
は

一
書
と
区
分
し
よ
う

と
し
た
編
者
の
意
識
的
な
使
い
分
け
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
ま
と
め

以
上
の
考
察
の
結
果
、
日
本
書
紀
に
お
け
る
二
人
称
代
名
詞
は
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
。

一
、
「
汝
」
は
待
遇
関
係
を
見
る
と
、
基
本
的
に
は
中
国
で
の
使
用
と
同
様
、

上
位
か
ら
下
位
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
漢
籍
に
は
見

ら
れ
な
い
下
位
か
ら
上
位
の
対
し
て
用
い
ら
れ
た
例
や

「汝
十
尊
称
」
の

例
が
β
群
に
見
え
、
そ
れ
ら
は
和
習
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。



二
、
「
偏
」
は
卑
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
、
「
爾
」
は
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
原
古
事
記
的
な
資
料
か
ら
漢
文
的
に

潤
色
す
る
際
に
加
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

注（１
）

新
編
古
典
文
学
全
集

『
日
本
書
紀
』
①
、
五
八
頁

（２
）

新
編
古
典
文
学
全
集

『
日
本
書
紀
』
①
、　
一
七
〇
頁

（３
）

訓
註
と

「汝
也
」
の
よ
う
な
述
語
の
例
は
対
象
外
と
し
た
。

（４
）

上
下
関
係
の
判
断
が
不
明
な
も
の
。
例
を
次
に
示
す
。

・
時
有

一
老
夫
日

（都
怒
我
阿
羅
斯
等
）、
「汝
所
求
牛
者
」
（巻
六
垂
仁
紀
）

・
牡
鹿
答
日

（雌
鹿
）
「汝
之
出
行
、
必
篤
人
見
射
而
死
。
」
（巻

一
一
仁
徳

紀
）

・
人
告
日

（津
麻
呂
）
「汝
主
等
果
為
敵
手
所
殺
」
（巻

一
四
雄
略
紀
）

（５
）

牛
島
徳
次

（
一
九
六
七
）
『漢
語
文
法
論
』、
大
修
館
書
店
、　
〓
全

一頁

（６
）

本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
所
在
は
神
代
の
場
合
、
神
代
巻

五
段

一
書
第
六
は

（神
５
⑥
）
の
よ
う
に
示
す
。

（７
）

太
田
辰
夫

（
一
九
八
五
）
『中
国
語
歴
史
文
法
』
、
朋
友
書
店
、　
一
〇
八
頁

（８
）

壬
生
幸
子

（
一
九
九
二
）
「古
事
記
の

『汝
』
の
用
法
」
『神
田
秀
夫
先
生

喜
寿
記
念
　
古
事
記

。
日
本
書
紀
論
集
』
平
凡
社
、
四
三
〇
頁

（９
）

注
７
書
、　
一
〇
八
頁

（１０
）

小
川
環
樹

（
一
九
七
七
）
『中
国
語
学
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
五
七
頁

（Ｈ
）

小
島
憲
之

（
一
九
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